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●男女共同参画苦情調整委員による苦情の申し出の受付　江東区の事業で、男女共同参画社会の形成に反する、または性別による差別がある場合、苦情の申し出ができます。受け付けた苦情を、学識経験者で構
成された男女共同参画苦情調整委員が調査し、関係部署に対し是正を要請あるいは改善の意見表明などをします。　人 男女を問わず、区在住・在勤・在学の方  問・申 人権推進課　☎ 3647-1163

被害者が自立するための
支援策の充実 22.7

犯罪の取締りの強化 26.0

被害者の避難場所の充実 28.8

被害者のための相談の充実

「
保
育
施
設
等
の
環
境
整

備
」
が
６
割
強
と
最
も
高

く
、「
社
会
全
体
へ
の
啓

発
」、「
企
業
に
対
す
る
資

金
的
支
援
」
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
配
偶
者
や
恋

人
な
ど
か
ら
の
暴
力
の
防

止
や
被
害
者
の
支
援
の
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か

29.6

貴
社
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

す
る
う
え
で
重
要
な
こ
と

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
の
た
め
重
要
な
こ
と

　

す
べ
て
に
お
い
て
、
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
た
い
と
す
る
希
望
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
実

と
し
て
仕
事
を
優
先
す
る
割
合

が
一
番
高
く
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

育
児
環
境
の
充
実
が
４
割
強

と
最
も
多
く
、
ま
た
、
女
性
が

出
産
後
も
職
場
復
帰
が
で
き
る

保
障
が
必
要
で
あ
る
と
の
回
答

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
関
心
が
あ
る
」と「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
関
心

が
あ
る
」
を
合
わ
せ
る

と
、
半
数
近
く
の
企
業

（
事
業
所
）
が
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

相
談
事
業
の
充
実
、

被
害
者
の
避
難
場
所
の

充
実
な
ど
、
行
政
に
お

け
る
対
策
の
充
実
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

区
民
調
査
か
ら
、
男
女

の
平
等
意
識
に
つ
い
て
依

然
と
し
て
男
性
優
遇
と
の

回
答
が
高
い
項
目
が
あ
る

こ
と
、
企
業
（
事
業
所
）

調
査
で
は
、
半
数
近
く
の

企
業（
事
業
所
）が
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の

関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
調
査
結
果
の
一

部
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
が
、
調
査
結
果
の
詳

細
は
、
人
権
推
進
課
及
び

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
報
告
書
ま
た

は
、区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
４

月
か
ら
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
の
実

施
に
あ
た
り
、
江
東
区
男

女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

の
皆
さ
ま
か
ら
、
調
査
項

目
等
に
つ
い
て
数
々
の
ご

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

調
査
結
果
は
、
新
た
な

行
動
計
画
策
定
な
ど
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
区
民
や
事
業
者
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、

行
動
す
る
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
実
態
調
査
」
か
ら

〜
調
査
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

「
仕
事
」「
家
庭
生
活
」

「
地
域
活
動
・
個
人
の

生
活
」
の
時
間
に
つ
い

て
希
望
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

ま
た
、
現
実
に
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か

職
業
生
活
・
家
庭
生
活
の

優
先
度

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
対
す
る
関
心
度

貴
社
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
ど

の
程
度
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
か

● 

集
計
結
果
か
ら 

●

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
を
両
立

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

保育園等、社会環境の
整備

男女共同参画や両立支援に取
り組む企業に対する資金的支
援

家庭・学校における男女平等
や性についての教育の充実

過激なビデオソフトなどの
販売や貸し出しの制限

法律による規制や見直しを
行う

行政や警察が啓発活動を積
極的に行う

捜査や裁判の担当官に女性
を増やす

メディアの倫理規定・規制
の強化

上司・同僚の理解
社会全体の理解の促進のため
の啓発

行政の経費補助
相談や情報提供、事業所向け
の講習会の開催

企業のトップの意識
保育施設や学童保育等の環境
整備

職場の両立支援制度の
充実

無回答無回答

その他その他

育児・介護休業法等
の法律の知識普及

仕事と家庭生活の両立支援策
の円滑導入のための専門家の
派遣

区内の企業の取組事例のPR、
優良企業の表彰

仕
事

16.1

現実

4.1

希望

21.0

29.1

4.2

7.4

2.6 2.6

2.6

15.1

2.6

21.2

15.1

35.3

2.0

2.5

4.8

4.3

6.3

33.7

26.6

9.9

どちらかといえば
関心がある

家
庭
生
活

どちらともいえない

地域活動・
個人の生活

関心がない
どちらかといえば

仕事と
家庭生活

仕事と
地域活動・
個人の生活

家庭生活と
地域活動・
個人の生活

すべての
バランスを
とりたい

そ
の
他

無
回
答

関
心
が
な
い

無回答

52.662.8

20.3

51.6

42.8

27.3

44.1

42.6

37.8

25.5

18.8

特にない 12.5

14.9

10.9

22.3

6.9

29.3

4.3

2.6

11.0

23.7

わからない 9.2

8.2

1.3

3.0

保
育
園
、
学
童
保
育
な
ど

の
育
児
環
境
の
充
実

男
女
と
も
労
働
時
間
の
短

縮
を
図
る

男
性
の
家
事
・
育
児
・
介

護
を
進
め
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
福
祉

施
設
の
充
実

出
産
後
も
職
場
復
帰
で
き
る

再
雇
用
制
度
の
充
実

育
児
・
介
護
休
業
制
度
な

ど
の
普
及

パ
ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
女
性

の
労
働
条
件
の
向
上

男
女
の
昇
進
、
待
遇
の
格

差
を
な
く
す

無
回
答

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
の

た
め
の
講
座
等
の
充
実

男
女
の
雇
用
機
会
の
均
等

43.0
36.6

26.1 25.8 24.9 22.4 20.3 19.1 18.7
8.8 4.92.5 2.2

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

区
に
期
待
す
る
男
女
共
同
参
画
推
進
施
策

暴
力
の
防
止
や
被
害
者
の
支
援
の
た
め
に
必
要
な
対
策

関
心
が
あ
る

Q
男
女
共
同
参
画
や
仕
事
と

家
庭
生
活
の
両
立
支
援
を

行
う
う
え
で
区
に
期
待
す

る
こ
と
は
何
で
す
か

Q

Q

Q

男
女
が
家
庭
や
仕
事
を

と
も
に
担
う
社
会
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
か

Q

Q

1.2

区民

区民

区民

企業

企業

企業

「
企
業
の
ト
ッ
プ
の
意

識
」、「
上
司
・
同
僚
の
理

解
」
が
そ
れ
ぞ
れ
５
割
強

と
、
企
業
に
お
け
る
意
識

改
革
が
必
要
と
の
回
答
が

多
く
、「
保
育
園
等
社
会

環
境
の
整
備
」「
行
政
の

経
費
補
助
」
が
続
い
て
い

ま
す
。

特
に
な
い

1.3




